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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。
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い
よ
い
よ
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

間
近
と
な
り
ま
し
た
。
何
か
と
注
視

さ
れ
る
振
興
大
国
・
中
国
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
も
一
層
過
熱
気
味
で
す
が
、
北
海

道
出
身
選
手
を
は
じ
め
日
本
選
手
団

の
活
躍
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
猛
暑
の
な
か
を
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
う
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
各
地
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
七
月
一
日
か
ら
檜
山

中
体
連
野
球
大
会
が
当
町
で
開
催
さ

れ
、
管
内
十
一
校
の
チ
ー
ム
が
三
日

間
に
わ
た
り
熱
戦
を
展
開
し
、
青
苗

中
学
校
が
昨
年
に
続
い
て
優
勝
し
、

全
道
大
会
へ
駒
を
進
め
ま
し
た
。
各

町
か
ら
大
勢
の
応
援
団
も
駆
け
つ
け
、

生
徒
の
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
、
大

き
な
歓
声
と
熱
い
声
援
を
送
っ
て
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
保
護
者
を

は
じ
め
学
校
関
係
者
そ
し
て
小
学
生

時
代
か
ら
手
塩
に
か
け
て
日
々
指
導

に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
た
野
球
少
年
団

の
指
導
者
の
姿
も
見
ら
れ
、
中
学
生

と
い
う
未
だ
幼
さ
が
抜
け
き
れ
な
い

中
に
も
、
ひ
た
む
き
に
プ
レ
ー
す
る

子
ど
も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
、

感
慨
も
一
入
の
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

　

生
徒
一
人
一
人
の
競
技
力
や
集
団

と
し
て
の
チ
ー
ム
力
は
一
朝
一
夕
に

成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
幼
少
時

か
ら
の
マ
ナ
ー
も
含
め
た
丹
念
な
訓

練
の
積
み
重
ね
、
保
護
者
や
地
域
の

望
ま
し
い
支
援
環
境
が
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

が
、
時
を
重
ね
、
様
々
な
体
験
を
通
し

て
培
わ
れ
る
社
会
性
や
判
断
力
等
を

磨
き
、
心
身
の
健
全
な
発
達
を
遂
げ
、

し
っ
か
り
と
自
己
実
現
を
図
っ
て
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
の
願
い

を
強
く
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。

Hello, Goodbye

　せたな町のみなさん、こんに

ちは！おひさしぶりね。

　今、私の滞在期間が終わりま

す。　８月には、アメリカのカリ

フォニアに帰ります。折角の機

会を利用して言いたいです。

　みなさん"Sayonara"とありがと

う。ほんとに、ありがとう！こ

ちらの町は、たくさん親切な人

がいます。私はここに２年間住

んでいたので、わかります。あ

なたたちの町で私を受け入れく

れてありがとう。みなさんは私

の無礼を許してくれました。あ

なたたちの町はすごい特別で

す！

　ときどき、私は孤独な日を経

験しました。でも、それらの日

に、知らない人でも親切なこと

をしてくれました。私は寂しく

なくなりました。それらの親切

な行為に、どもありがとうござ

いました。でも、その時に、わた

しはありがとうを言っていませ

ん。日本と日本語がわからな

かったから。ごめんなさい。

　でも今はありがとうをいいた

いです。私が日本に来たとき、

JET　Programme　は、私 た ち

（JETの人）に "あなたたちは、日

本の友達になるでしょう" 教えま

した。私はそれらの提案に疑問

を感じました。でも、今は信じ

ます。わたしは日本の友達です

よ。日本と北海道とせたな町は

私の楽しい思い出です。北檜山

区と瀬棚区と大成区は私の心に

います。いつまでも。私は、ア

メリカに帰っても、この思い出

を絶対に忘れません。

　私は、せたな町のみなさんが、

長生きで楽しい人生を送ること

を心から願います。いつか、私

たちはまた会えま

す。ありがとうご

ざいました。

　６月２４日（火）、上ノ国町総合福祉センター（ジョイじょぐら）において、少年の主張檜山支庁地区大会
が開催されました。せたな町からは３名の中学生代表が出場し、北檜山中学校３年浅沼琢透君が最優秀賞
を受賞しました。
　なお、北檜山中学校の浅沼琢透君は、９月５日開催の「少年の主張全道大会」に出場する予定です。

【せたな町からの出場者】
　　最優秀賞　北檜山中学校３年　浅沼　琢透　君　　題名「愛泉寮で学んだこと」（写真右）
　　優 秀 賞　瀬棚中学校３年　　千葉　紅輝　君　　題名「喜怒哀楽で成長」（写真中央）
　　優 秀 賞　大成中学校３年　　小林　綾香　さん　題名「命の輝き」（写真左）

平成２０年度「少年の主張」檜山支庁地区大会

外国語指導助手

サラ･ウィービー さん



15 Setana Public Relations 

生・涯・学・習 

　大成区女性団体連絡協議会が設立５０周年を迎え、６月２２日、

国民宿舎あわび山荘にて祝賀会が行われました。

　祝賀会には、会員、ご来賓、関係者合わせて６２名が出席し、

主催者を代表して濱口敬子会長が、「昭和３３年に設立されてか

ら５０年、歴代会長さんをはじめ、多くの方々のご指導ご協力

を賜り、今日まで会員仲良く活動してきた「絆」が宝です」

とあいさつ。祝宴では、佐藤流三絃会による津軽三味線、会

員によるカラオケや大成音頭により大変盛り上がりました。

最後に「新しい気持ちで、地域の活性化に取り組もう！」と

誓い合い宴を閉じました。

大成区女性団体連絡協議会設立５０周年記念祝賀会

　６月１１日、大成くおん大学・瀬棚寿大学合同で、函館市内
の施設見学を行いました。合同で行うのは今年で２年目で、
３７名の学生が参加し、日本銀行函館支店・ＮＨＫ函館放送局な
ど見学しました。日本銀行では、１億円の重さや古くなった
１万円札の裁断屑で作った１億円のイスなどを体験。ＮＨＫ
では、画像を合成するクロマキー体験やスタジオなどを見学
し、夕方お馴染みの志摩アナウンサーと運良く記念写真も撮
ることができました。
　７月３日には、北檜山いきがい学園が「町外視察研修（乙
部･厚沢部町方面）」を実施し、５７名の学園生は両町の歴史探訪
やレクの森体験、札幌酒精厚沢部工場などを見学しました。

せたな町高齢者大学移動講座

　６月２２日（日）浮島公園内において「ウォークラリー」が

行われました。

　この事業は、第２０回浮島公園まつりのプログラムとしても

実施され、北檜山区内の児童・生徒・一般成人を合わせて約

４０名が参加しました。

　ウォークラリーは、せたな町や浮島公園に関するクイズに

答えながら、ウグイ沼周辺のおよそ１.５ kmの山道を約４０分間

かけて歩き、参加者は心地良い汗を流しながら、自然を堪能

していました。

平成２０年度ウィークエンド活動促進事業

「ウォークラリー」

　６月２１日、平田内小学校グラウンドで、大成区民グラウン
ドゴルフ交流大会が行われました。当日は晴天に恵まれ、子
どもから大人まで約３０名が参加しました。
　コースは、グラウンド内に８ホール設置し、１ゲーム８
ホールの２ゲームの合計打数によって順位を競いました。
　子ども達は、大人顔負けのプレーで、最後の最後までわか
らない展開が続き、１打１打のサバイバルが、とても印象に
残った交流大会でした。
　結果は、１位　小林久子さん（一般）・２位　杉村崇斗くん
（小６）・３位　西山米子さん（一般）となりました。

平成２０年度ウィークエンド活動促進事業

大成区民グラウンドゴルフ交流大会


